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　昨年度からスマートフォン講習会を開催しています。
　講師は、シルバー会員の高橋雅人会員と後藤健会員。
会員のみなさんに案内している「会員向け専用サイト 
Smile to Smile」の登録の仕方や操作方法などを丁寧に教
えていただきました。１時間という短い時間ですが、マ
ンツーマンの受講、さらに講師が同世代のシルバー会員
ということもあり、今さら聞けない基本的なことも遠慮
せずに質問しているようでした。身を乗り出して受講す
る参加者の姿が多く見られました。

大好評！　スマートフォン講習会大好評！　スマートフォン講習会

天童市シルバー人材センター 検索

慣れるほど
　手元・足元
　　しっかり確認

令和６年度
山形県シルバー人材センター連合会 安全標語 佳作
近　藤　壽　一 会員（南町班）



令
和
６
年
６
月
７
日
に
行
わ
れ

た
令
和
６
年
度
定
時
総
会
に
お
い

て
、
理
事
に
再
任
さ
れ
、
理
事
長
に

就
任
し
ま
し
た
糠
塚
班
の
長
岡
喜

市
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天
童
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
設
立
以
来
38
年
に
わ
た
る
歴

史
と
基
本
理
念
「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
も
と
、
役
職
員

と
共
に
山
積
す
る
課
題
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
藤
前
理
事
長
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
長
き
に
わ
た
り
会

員
及
び
事
業
実
績
の
拡
大
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に

な
り
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
豊
か

な
経
験
と
働
く
こ
と
を
通
じ
て
社

会
貢
献
し
、
生
き
が
い
を
得
る
機

会
を
確
保
し
て
い
く
必
要
性
が
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
今

ま
で
以
上
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
今
後
の
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
お
け
る
課
題
は
、
昨
年

10
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
」
や
こ
の
11
月
か
ら
施

行
さ
れ
る「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
」

へ
の
対
応
、
そ
し
て
喫
緊
の
最
優

先
課
題
は
、
会
員
数
と
就
業
先
の

拡
大
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
応
し
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を

前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
考
え
ら
れ

る
諸
施
策
を
検
討
し
た
上
で
、
実

行
に
移
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
会
員
の
皆
様
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

６
月
７
日（
金
）に
行
わ
れ
た
令
和
６

年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
地
域
班
役

員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

津
山
班
の
班
長
を
12
年
務
め
た
滝
口
清

男
さ
ん
と
郭
北
・
駅
西
班
の
班
長
・
副

班
長
を
６
年
務
め
た
井
上
祥
孝
さ
ん
に

表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
他
５
名
の
方
も
受
賞

し
て
い
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
地
域
班

の
役
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
方
々

滝
口

清
男
さ
ん（
津
山
班
）

大
沼

幸
二
さ
ん（
塚
野
目
・
矢
野
目
班
）

畑
山

和
紀
さ
ん（
干
布
班
）

井
上

祥
孝
さ
ん（
郭
北
・
駅
西
班
）

柿
崎

秀
雄
さ
ん（
郭
北
・
駅
西
班
）

松
田

仁
志
さ
ん（
北
久
野
本
東
・
天
童
原
班
）

工
藤

惠
美
子
さ
ん（
干
布
班
）

地
域
班
役
員
表
彰

受賞された滝口清男さんと
井上祥孝さん
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瀧
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６
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和
６
年
６
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〜
令
和
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会
の
日
ま
で

＊
事
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局
紹
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事
務
局
長　

今
野　

浩
一

次
長
兼
総
務
係
長　

今
野　

秀
昭

業
務
係
長　

柴
田　

哲
也

業
務
係
主
任　

海
老
名
由
里

臨
時
職
員　

大
山
由
紀
子

臨
時
職
員　

熊
澤
久
美
子

◎
主
な
担
当

就
業
内
容

担
当

植
木
剪
定
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雪
囲
い
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消
毒

柴　

田

大　

山

障
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襖
・
網
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り
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え

海
老
名

賞
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耕

海
老
名

建
物
管
理
全
般

柴　

田

草
取
り
・
草
刈
り
・

畑
う
な
い

柴　

田

大　

山

果
樹
農
作
業

海
老
名

屋
内
清
掃

海
老
名

軽
度
生
活
援
助

（ 

掃
除
・
ゴ
ミ
出
し
・

買
い
物
・
通
院
付
添
・

除
雪
）

海
老
名

大　

山

派
遣

柴　

田

理
事
長

長
岡
　
喜
市

　
糠
塚
班

な
が
お
か

き
い
ち

副
理
事
長

柳
瀬
　
　
昇

　
柏
木
町
班

や
な

せ

の
ぼ
る

常
務
理
事

今
野
　
浩
一

　
事
務
局
長
兼
務

こ
ん
の

こ
う
い
ち

理
事

松
田
　
則
吉

　
久
野
本
１
班

ま
つ
だ

の
り
よ
し

理
事

瀧
口
　
惠
子

　
蔵
増
班

た
き
ぐ
ち

け
い
こ

理
事

石
澤
　
栄
子

　
長
岡
北
・
東
芳
賀
班

い
し
ざ
わ

え
い
こ

理
事

神
保
　
正
行

　
南
町
班

じ
ん
ぼ

ま
さ
ゆ
き

理
事

丹
羽
　
賢
治

　
東
長
岡
班

に

わ

け
ん
じ

理
事

後
藤
　
　
健

　
郭
南
・
南
小
畑
班

ご

と
う

た
け
し

理
事

長
瀬
　
淳
子

　
寺
津
班

な
が
せ

じ
ゅ
ん
こ

監
事

後
藤
　
俊
彦

　
長
岡
北
・
東
芳
賀
班

ご

と
う

と
し
ひ
こ

監
事

公
平
　
　
仁

　
蔵
増
班

き
み
ひ
ら

ひ
と
し

※

任
期
は
、
令
和
８
年
度
に
開
催
す
る

　
定
時
総
会
の
終
結
の
時
ま
で

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介
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地域班長・副班長紹介

№ 地　域　班 会員数 班　長 副班長
１ 北目班 18人 門脇　　亨 今野　　勇
２ 田鶴町班 7人 阿部　敏昭
３ 南町班 9人 金木　　稔 神保　正行
４ 郭北・駅西班 12人 髙橋　利秀 佐藤　照男
５ 郭南・南小畑班 12人 今田　順一 川田　千惠
６ 駅東班 9人 斎藤　宏志
７ 老野森班 6人 齋藤　妙子
８ 久野本１班 16人 今田　久夫 松田　則吉
９ 久野本２班 9人 伊藤　寛二 庄子　京子
10 久野本３班 9人 松田　五郎 鈴木五一郎
11 柏木町班 25人 外山　正芳 名和　達二
12 交り江班 20人 押野　征行
13 泉町班 6人 川﨑　恒雄 城守　　浩
14 糠塚班 5人 滝口　昭一
15 北久野本東・天童原班 18人 菱川　勝利 滝口　英喜
16 北久野本西班 10人 仁藤　　孝
17 北久野本中央班 8人 増川　彰蔵
18 北久野本北班 9人 佐藤　重雄 佐藤　　勁

№ 地　域　班 会員数 班　長 副班長
19 乱川班 15人 齊藤　　勝 小林　　清
20 小関・高木班 11人 瀬野　一夫 鈴木　邦夫
21 成生班 10人 滝口　浩一 鈴木　尋伸
22 塚野目・矢野目班 14人 那須　律子
23 蔵増班 16人 結城　正信
24 寺津班 9人 村岡庫次郎
25 津山班 14人 赤塚　清実　
26 温泉班 12人 小笠原雅之
27 山口班 17人 矢萩義信（義伸） 村山　三郎
28 高擶本村班 19人 伊藤　幸悦 細谷　幸雄
29 高擶三字班 16人 遠藤　清道 後藤　京子
30 中里西班 14人 冨塚　昌也 佐藤たか子
31 中里東班 17人 森谷　富夫 横地　　進
32 東長岡班 18人 山口　　隆 中村　幹一
33 長岡北・東芳賀班 25人 道山　　博 三宅喜久子
34 干布班 25人 花輪　　清 佐藤　　磨
35 荒谷班 18人 木村　勝己 武田　邦明
令和6年9月1日現在の会員数   男性 311人  女性 167人  合計 478人

任期：令和６年４月１日～令和８年３月31日

もみじ会 シルバー夏まつり
　　　ビアホール2024

　令和６年７月24日、梅雨明け宣言前でしたが、気分はもう
夏真っ盛りの中、もみじ会主催の「シルバー夏まつりビアホー
ル2024」がワークプラザで開催されました。今年は会場をワー
クプラザ駐車場から室内へ移したことから、天候に左右され
ることなく開催できるようになりました。会場は50名の参加
者でいっぱいになり、午後５時30分の開始を待ちきれない人
たちが、フライングを承知のうえジョッキを傾ける姿がチラ

ホラ見られました。渡邉とき子もみじ会新会長のあいさつの後、長岡喜市新理事長の祝辞
と続き、今野浩一事務局長の乾杯の音頭で夏まつりが本格的に始まりました。
　ジョッキ片手に満面の笑みで仲間たちと語り合う姿が会場の至る所で見られました。も
みじ会の目的に会員相互の親睦・交流を深めるとあります。シルバーでの就業は少人数で
の作業になることも多く、就業の場面だけで仲間を探すことは難しいです。しかし、今回
のようなもみじ会の行事では、新たな出会いがあり、仲間を増やすことができます。私た
ち会員にとって大変貴重な機会であると改めて感じたところでした。
　さて、宴会は進み、豪華賞品？が当たる大抽選会が行われ、大いに盛り上がりました。
酔いも最高潮となった午後８時30分、参加者の健康を祈念し、再会を誓い閉会となりました。

（佐久間勉 記）
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　今年度の安全就業に関する標語募集には、天童市の会員および職員31名より62作品の応募がありまし
た。たくさんの応募ありがとうございました。
　そして、山形県シルバー人材センター連合会での厳正なる審査の結果、県全体の応募の中から当セン
ターの近藤壽一会員の作品がみごと「佳作」に入選しました。おめでとうございます。
　また、当センター独自の「天童市シルバー人材センター優秀作品賞」も決定しました。

今年度 安全就業に関す 標語募集には 天童市 会員および職員31名より62作品 応募がありま

令和６年度   安全就業に関する標語入選作品 決定！

周
り
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注
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! !

声
掛
け
合
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て

安
全
作
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寺
津
班

安
孫
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弘

也
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な

も
う
一
寸
が

怪
我
を
呼
ぶ

乱
川
班

荒

木

亮

司

大
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郭
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今
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せ
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安
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木

富
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疲
れ
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間
の
一
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明
日
へ
の
意
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高
擶
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村
班

烏

　
　
　寿

男

暑
く
て
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ち
ゃ
ん
と
か
ぶ
ろ
う

ヘ
ル
メ
ッ
ト

職

員

今

野

秀

昭

忘
れ
な
い
！

あ
っ
と
思
っ
た

あ
の
瞬
間
！

郭
北
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班

佐

藤

照

男

気
を
抜
く
な

慣
れ
や
過
信
は

事
故
の
元

南
町
班

神

保

正

行

声
が
け
で

今
日
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日

事
故
防
止

小
関
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高
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瀬

野

一

夫

助
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合
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笑
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得
る
活
力

蔵
増
班

瀧
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惠

子
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無
理
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せ
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怪
我
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も
と

北
久
野
本
東
・
天
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原
班

東
海
林

仙

伍

※

氏
名
の
五
十
音
順
に
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ち
か
ら

慣
れ
る
ほ
ど

手
元
・
足
元

し
っ
か
り
確
認

南
町
班

近

藤

壽

一

強
い
日
差
し
の
照
り
つ
け
る
８

月
８
日
午
前
、
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
安
全

保
護
具
の
着
用
や
健
康
管
理
な
ど

を
呼
び
掛
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
程
度
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が

就
業
現
場
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
神
保
委
員
長
・
松
田

副
委
員
長
・
石
澤
委
員
の
３
名

に
、
広
報
委
員
２
名
が
同
行
し
取

材
し
ま
し
た
。
巡
回
し
た
の
は
草

刈
り
と
草

取
り
の
２

つ
の
現
場

で
す
。

は
じ
め

に
向
か
っ

た
の
は
山

口
地
区
の

草
刈
り
作

業
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を

装
着
し
た
会
員
の
姿
が
頼
も
し
く

見
え
ま
し
た
。
作
業
中
は
熱
中
症

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
ま
め
な

水
分
補
給
と
休
憩
を
心
が
け
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
訪
問
し
た
の
は
駅
西
地
区

の
草
取
り
作
業
。
近
く
に
蜂
が
い

な
い
か
、
蜂
の
巣
は
な
い
か
を
確

認
し
て
か
ら
作
業
に
入
る
と
聞

き
、
仕
事
人
ら
し
い
気
配
り
に

感
心
し
ま
し
た
。
虫
対
策
グ
ッ
ズ

と
し
て
、
携
帯
用
の
蚊
取
り
線
香

と
虫
よ
け
の
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
場
は
汗
を
か
く
の
で
着

替
え
を
準
備
し
て
く
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
行
取
材
を
終
え
て
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、
会
員
の
き
び
き

び
と
し
た
仕
事
ぶ
り
と
安
全
意
識

の
高
さ
で
す
。
気
候
変
動
や
感
染

症
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
昨
今
、

そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
管
理
と
注
意

深
い
行
動

が
、
ま
す

ま
す
重
要

に
な
る
と

感
じ
た
と

こ
ろ
で
し

た
。（伊

藤
寛
二
・
加
藤
真
利

記
）

広
報
委
員
レ
ポ

安
全
就
業
を
呼
び
掛
け
中
！

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
安
全
安安安
全全
安安
全
安
全
安安
全全全全全全全全全全全全全全全
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全

トトトト
パパ
ト
パ
トトト
パパパ
ト
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
トト
パ
トトトトトトト
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
トトトトトトトトトトト
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

虫よけとして帽子に付けている
オニヤンマのフィギュア
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■
こ
の
夏
は
、
パ
リ
五
輪
で
の
日
本

選
手
団
の
活
躍
に
一
喜
一
憂
し
、

寝
不
足
の
会
員
さ
ん
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
一
方
で
、
昨
夏
の
高
温
の
影
響

に
よ
る
双
子
果
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

増
加
、
庄
内
・
最
上
地
域
を
襲
っ

た
７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
一
晩

で
生
活
が
一
変
し
、
農
作
物
の

作
柄
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
自

然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て

感
じ
た
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。

■
全
国
的
に
地
球
温
暖
化
で
記
録

的
な
猛
暑
日
が
続
い
て
お
り
、

涼
し
い
秋
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。
残
暑
が

厳
し
い
中
、
暑
さ
対
策
を
万
全

に
し
て
安
全
就
業
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
次
号
の
広
報
誌
に
は
会
員
紹
介

の
コ
ー
ナ
ー
（
シ
ル
バ
ー
ラ
イ

フ
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
、
ご
協
力
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
瀧
口
惠
子

記
）

広
報
委
員
会

瀧
口

惠
子

佐
久
間

勉

庄
司

豊
子

伊
藤

寛
二

加
藤

真
利

編

集

後

記

お
知
ら
せ

〜
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
中
〜

■
入
会
説
明
会

と

き

10
月
７
日（
月
）・
25
日（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

10月17日（木）　グラウンドゴルフ大会

12月19日（木）　そば打ち研修

２月20日（木）　料理教室

※詳細については、時期が近づきましたら別途
　ご案内いたします。

もみじ会 今後の行事予定もみじ会 今後の行事予定

■と　き
10月８日（火）・11月12日（火）
午前10時～
■ところ
天童市シルバー人材センター相談室

※ご希望の方は事前にお申込み
　ください。

同じシルバー会員である
就業調整委員が相談役と
なり、話をお聞きします。

お気軽にど
うぞ！

会員向け相談日会員向け相談日

11
月

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
施
行

111111111111
月月月月月月月月月月月月

ス
新新
法法法

リ

ラ
ン
ス

リリリ
フフ
リリ
フフ

施施施
行行行行
施施施施施施
行
施施施

〜
会
員
専
用
サ
イ
トSm

ile to Sm
ile

（
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
）の
登
録
に
ご
協
力
を
〜

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら

「
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取

引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
」（
通
称
：
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
）

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
配
分
金
を
得
て
就
業

し
て
い
る
会
員
さ
ん
は
「
特
定

受
託
事
業
者
」
に
、
セ
ン
タ
ー

は
「
特
定
業
務
委
託
事
業
者
」

に
あ
て
は
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
会
員
さ

ん
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の

整
備
が
義
務
付
け
ら
れ
、
会
員

さ
ん
は
、
セ
ン
タ
ー
が
交
付
す

る
就
業
条
件
や
報
酬
額
等
を
明

示
し
た
書
類
に
基
づ
き
適
切
に

業
務
を
遂
行
す
る
義
務
が
生
じ

ま
す
。
こ
の
明
示
書
は
、
契
約

１
件
に
つ
き
１
通
必
要
と
な

り
、
そ
れ
を
書
面
で
手
渡
し
や

郵
送
す
る
と
な
る
と
膨
大
な
時

間
と
経
費
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
さ
ん
と
条
件
明
示
書

の
や
り
取
り
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
上
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
会
員
さ
ん
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
会
員
専
用
サ
イ
トSm

ile
to

Sm
ile

へ
の
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
登
録
す
る
と
、
シ
ル

バ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
配
分

金
明
細
、
就
業
情
報
な
ど
が
確

認
で
き
ま
す
。
登
録
が
ま
だ
の

方
は
、
早
め
に
ご
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
定
時
総
会
議
案
書

59
〜
60
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講

習
会
で
も
登
録
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
次
回
開
催

の
際
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
登
録
に
は
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ロ
グ
イ
ン
情
報
通
知
書
の

再
発
行
を
ご
希
望
の
方
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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